
森
林
資
源
生
産
の
明
日
を
目
指
し
て
（
加
筆
） 小

池
孝
良 

 

大
学
院
改
組
に
よ
っ
て
木
材
科
学
講
座
と
合
体
し
た
森
林
資
源

科
学
講
座
の
造
林
学
研
究
室
に
、
北
方
生
物
圏
フ
ィ
ー
ル
ド
科
学

セ
ン
タ
ー
・
森
林
圏
（
旧
演
習
林
）
管
理
部
か
ら
配
置
換
え
に
な

り
ま
し
た
。「
川
上
か
ら
川
下
へ
」
一
貫
し
た
生
産
林
業
の
体
系
を

目
指
す
決
定
を
さ
れ
た
先
人
達
の
方
針
を
引
き
継
ぐ
べ
く
努
力
致

し
ま
す
。
出
身
は
兵
庫
県
神
戸
と
三
木
の
市
境
の
田
舎
で
す
。
学

部
三
年
生
の
夏
に
「
ヒ
ノ
キ
の
生
産
力
調
査
を
し
な
い
か
」
と
い

う
、
後
の
指
導
教
官
で
あ
っ
た
齋
藤
秀
樹
先
生
（
京
大
森
林
生
態

学
・
四
手
井
綱
英
門
下
・
リ
タ
ー
フ
ォ
ー
ル
研
究
と
物
質
生
産
学
）

の
お
誘
い
が
、
森
林
と
の
本
格
的
付
き
合
い
の
始
ま
り
だ
っ
た
と

思
い
ま
す
。
途
中
、
四
年
半
、
東
京
と
海
外
で
の
生
活
を
経
験
し

ま
し
た
が
、
北
海
道
へ
赴
任
し
て
二
五
年
に
な
り
ま
し
た
。
北
海

道
の
森
林
と
の
関
わ
り
を
自
ら
の
経
歴
と
関
連
し
て
紹
介
さ
せ
て

頂
き
ま
す
。 

学
部
時
代
に
ア
ル
バ
イ
ト
で
お
世
話
に
な
っ
て
以
来
、
憧
れ
て

い
た
林
業
試
験
場
（
林
試
）
に
採
用
さ
れ
、
北
海
道
へ
転
勤
し
た

の
は
昭
和
五
六
年
四
月
末
で
し
た
。
今
田
敬
一
（
造
林
学
講
座
三

代
目
教
授
・
森
林
美
学
・
森
林
環
境
学
、
特
に
霜
穴
の
研
究
者
・

砂
防
工
学
講
座
と
併
任
）
門
下
・
造
林
出
身
の
坂
上
幸
雄
氏
が
室

長
を
さ
れ
て
い
た
造
林
第
一
研
究
室
（
育
苗
・
樹
木
生
理
）
に
配

属
に
な
っ
て
、研
究
職
員
と
し
て
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

研
修
は
林
業
講
習
所
で
も
実
施
さ
れ
、
講
師
の
東 

三
郎
先
生
（
当

時
、
北
大
砂
防
工
学
教
授
）
の
講
義
が
鮮
烈
で
魅
力
的
で
し
た
。

ま
た
、
早
稲
田 

収
氏
（「
北
海
道
主
要
広
葉
樹
稚
苗
に
関
す
る
栄

養
生
理
学
的
基
礎
研
究
」）
が
部
長
と
し
て
も
「
育
成
林
業
」
を
説

か
れ
ま
し
た
。
森
林
立
地
学
の
大
家
、
原
田 

洸
氏
（「
ス
ギ
の
生

長
と
養
分
含
有
量
お
よ
び
こ
れ
に
及
ぼ
す
施
肥
の
効
果
に
関
す
る

研
究
」）
が
支
場
長
と
し
て
着
任
さ
れ
、
ま
た
、
樹
病
学
で
は
田
中 

潔
氏
（
北
大
論
博
・
元
森
林
総
研
理
事
長
）
に
、
公
私
と
も
に
ご

指
導
頂
い
て
い
ま
す
。
我
が
国
の
光
合
成
研
究
の
開
祖
の
一
人
・

坂
上
氏
（「
ス
ギ
苗
に
お
け
る14C

標
識
光
合
成
産
物
の
配
分
と
炭

素
代
謝
に
関
す
る
研
究
」
で
、
五
代
目
・
武
藤
教
授
時
代
に
博
士

取
得
。）、
そ
し
て
先
輩
研
究
員
と
し
て
お
ら
れ
た
造
林
学
前
教
授

の
高
橋
邦
秀
氏
（
柴
草
先
生
等
と
中
川
研
究
林
で
の
天
然
更
新
の

研
究
を
さ
れ
、
ト
ド
マ
ツ
を
中
心
と
し
た
土
壌
・
水
分
生
理
関
係

の
育
苗
の
基
礎
研
究
を
「
ト
ド
マ
ツ
・
ア
カ
エ
ゾ
マ
ツ
苗
木
の
耐

乾
性
に
関
す
る
研
究
」
と
し
て
ま
と
め
、
武
藤
教
授
時
代
に
博
士

号
取
得
。）ら
と
、ル
ン
デ
ゴ
ル
ド
な
み
の
実
験
生
態
学
を
基
礎
に
、

人
工
気
象
室
を
駆
使
す
る
恵
ま
れ
た
研
究
室
で
は
、
バ
イ
オ
マ
ス

変
換
計
画
（
シ
ラ
カ
ン
バ
を
牛
の
餌
に
す
る
資
源
量
推
定
・
佐
々

木
恵
彦
学
術
会
議
第
六
分
野
会
長
の
指
導
）
、
そ
れ
に
続
く
バ
イ

オ
・
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
計
画
（
ヤ
ナ
ギ
属
な
ど
の
未
利
用
資
源
の
有



効
利
用
）
に
従
事
し
、
バ
イ
オ
マ
ス
造
林
・
環
境
造
林
を
経
験
し

ま
し
た
。そ
の
中
で
、月
に
一
度
お
見
え
に
な
っ
た
長
内 

力
氏（
経

理
「
林
木
の
形
質
生
長
に
関
す
る
研
究
」）
に
は
、
林
業
技
術
を
教

え
頂
き
ま
し
た
。
林
木
育
種
で
は
片
寄 

髞
氏
（
林
製
）、
普
及
活

動
で
は
北
方
林
業
会
の
鮫
島
惇
一
郎
氏
（
理
・
植
物
・
舘
脇
門
下
）

や
シ
ル
バ
会
長
の
宮
島 

寛
（
木
加
）
氏
に
は
お
世
話
に
な
っ
て
来

ま
し
た
。 

林
試
（
現
森
林
総
研
）
で
は
、
志
水
一
允
氏
（
林
製
・
現
在
・

日
本
大
学
生
物
資
源
科
学
部
教
授
）
の
指
揮
下
、
当
時
農
学
部
長

で
あ
っ
た
水
谷
純
也
先
生
が
評
価
委
員
で
あ
っ
た
バ
イ
オ
・
ル
ネ

ッ
サ
ン
ス
研
究
で
は
、
ヤ
ナ
ギ
類
へ
のCO

2

付
加
を
含
む
施
肥
試

験
を
行
い
な
が
ら
「
娘
に
も
持
た
せ
た
い
こ
の
一
品
」
と
い
う
キ

ャ
ッ
チ
・
コ
ピ
ー
に
よ
っ
て
樺
桜
（
ウ
ダ
イ
カ
ン
バ
）
を
用
材
に

仕
立
て
る
べ
く
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
方
針
は
理
解
し
つ
つ
も
志
水

氏
の
英
断
の
下
、
有
用
材
育
成
法
の
開
発
に
も
力
を
注
ぎ
ま
し
た

（
従
来
の
林
業
か
ら
の
脱
却
と
未
利
用
資
源
の
利
用
が
目
標
で
あ

っ
た
た
め
、
有
用
広
葉
樹
の
仕
立
て
方
は
本
来
の
目
的
で
は
な
か

っ
た
）。
こ
の
間
、「
北
海
道
産
落
葉
広
葉
樹
の
光
合
成
特
性
に
関

す
る
環
境
生
理
学
的
研
究
」
で
、
昭
和
六
二
年
に
名
古
屋
大
学
の

穂
積
和
夫
先
生
（
京
大
園
芸
学
出
身
。
吉
良
竜
夫
門
下
で
、
大
阪

市
立
大
学
理
学
部
か
ら
名
古
屋
大
学
造
林
学
の
担
当
。
数
理
生
態

学
の
草
分
け
。
分
布
関
数
の
理
論
的
研
究
、
数
理
統
計
学
と
ロ
ジ

ス
テ
ッ
ク
理
論
の
構
築
者
。
「
植
物
の
相
互
作
用
」
共
立
出
版
が

1980

年
ま
で
の
業
績
の
集
大
成
。ベ
ル
タ
ラ
ン
フ
ィ
ー
の
理
論
を

展
開
し
、
物
質
移
動
の
植
物
生
態
学
を
構
築
。U-W

図
に
よ
る
理

論
か
ら
、
ロ
ジ
ス
テ
ッ
ク
、
ゴ
ン
ペ
ル
ツ
、
ミ
ッ
チ
ャ
ー
リ
ッ
ヒ

曲
線
、
そ
れ
ら
を
包
含
す
る
リ
チ
ャ
ー
ズ
曲
線
を
包
括
的
に
解
明

し
た
。）
か
ら
博
士
号
を
い
た
だ
き
ま
し
た
（
こ
の
よ
う
に
書
く
こ

と
は
、
正
直
、
恥
ず
か
し
い
で
す
が
。
そ
の
指
導
方
針
は
継
承
し

て
い
る
つ
も
り
で
す
）。 

林
試
で
の
毎
日
は
何
も
か
も
が
新
鮮
で
、
造
林
教
室
の
武
藤
憲

由
先
生（「
北
海
道
主
要
造
林
樹
種
の
樹
苗
に
関
す
る
栄
養
生
理
学

的
基
礎
研
究
」）
や
柴
草
良
悦
先
生
（「
ト
ド
マ
ツ
お
よ
び
カ
ラ
マ

ツ
の
生
長
と
生
長
物
質
に
関
す
る
研
究
」）等
と
の
合
同
ゼ
ミ
も
楽

し
い
思
い
出
で
す
。（
羊
ヶ
丘
か
ら
毎
週
の
よ
う
に
柴
草
研
究
室
を

訪
問
し
、
い
ろ
い
ろ
話
し
て
い
た
だ
き
、
森
林
学
に
於
け
る
生
理

学
の
限
界
を
お
話
し
頂
い
た
も
の
で
す
。
し
か
し
、
お
二
人
と
も

あ
ま
り
に
早
く
他
界
さ
れ
ま
し
た
。
当
時
、
林
学
科
の
講
義
科
目

と
し
て
柴
草
先
生
は
森
林
学
を
講
じ
て
お
ら
れ
た
の
で
す
。）ま
た
、

藤
本
征
司
先
生
（
樹
木
形
態
学
・
解
剖
学
の
研
究
者
）
と
は
同
郷

の
よ
し
み
で
、
毎
週
土
曜
日
に
は
造
林
学
教
室
を
訪
問
し
、
石
田 

清
氏
（
カ
ン
バ
類
の
研
究
仲
間
。
今
は
森
林
遺
伝
学
の
研
究
者
）

ら
当
時
の
学
部
や
大
学
院
生
の
皆
さ
ん
の
お
邪
魔
を
し
て
い
ま
し

た
。
学
問
を
語
り
あ
っ
た
佐
野
淳
之
氏
は
鳥
取
大
学
に
お
ら
れ
、

今
も
、
励
ま
し
を
受
け
て
い
ま
す
。 

春
木
雅
寛
氏
（
北
大
地
球
環
境
科
学
研
究
院
）
を
代
表
と
す
る



北
方
森
林
科
学
研
究
会
で
は
、
清
和
研
二
氏
（
造
林
）
ら
若
手
研

究
者
と
の
交
流
が
進
み
、
松
田 

彊
先
生
（
演
習
林
）
や
菊
沢
喜
八

郎
氏
（
当
時
道
立
林
試
）
ら
の
お
話
を
伺
う
こ
と
も
楽
し
み
で
し

た
。（
特
に
、
松
田
さ
ん
の
「
天
然
林
は
太
く
て
若
い
木
、
細
く
て

お
い
た
木
か
ら
構
成
さ
れ
る
」
と
い
う
こ
と
は
、
本
質
を
突
い
た

名
言
だ
と
今
も
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
ま
さ
か
そ
の
一
六
年
後
に

は
、
同
僚
に
な
る
と
は
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
。）
ま
た
、
酸
性
土
壌

に
関
す
る
ゼ
ミ
で
は
、
作
物
栄
養
学
の
但
野
利
明
、
山
口
淳
一
、

大
崎 

満
先
生
に
は
、
数
々
の
ご
指
導
を
賜
り
ま
し
た
。
ブ
ナ
地
域

変
異
の
研
究
は
、
島
本
義
也
先
生
（
初
代
北
方
生
物
圏
フ
ィ
ー
ル

ド
科
学
セ
ン
タ
ー
長
）の
グ
ル
ー
プ
と
共
同
研
究
を
進
め
ま
し
た
。

海
外
研
究
（
ス
イ
ス
林
業
研
究
所
）
で
は
、
新
田(

若
林)

隆
三
・

木
村
正
信
両
氏（
砂
防
）に
数
々
の
便
宜
を
図
っ
て
頂
き
ま
し
た
。 

（
ス
イ
ス
連
邦
理
工
科
大
学
林
業
研
究
所
時
代
は
、今
に
す
れ
ば
、

至
福
の
時
で
し
た
。
研
究
だ
け
に
没
頭
で
き
、
世
界
最
高
水
準
の

実
験
器
具
と
ボ
ス
で
あ
っ
たH

ans Turner

博
士
（
イ
ン
ス
ブ
ル

ッ
ク
大
学
主
審
。
高
山
研
究
のPisek

教
授
の
弟
子
で
あ
り
、「
植

物
生
態
生
理
学
」
（
佐
伯
・
館
野
監
訳
）
の
著
者
）W

.Larcher

教
授
の
同
級
生
）
とE.-D

.Schulze

教
授
の
二
番
目
の
弟
子
、

Rainer M
atyyssek

（
現
在
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
理
工
科
大
学
森
林
植

物
生
態
学
教
授
）
の
懇
切
な
指
導
を
受
け
た
。） 

教
員
と
し
て
の
訓
練
は
、寺
澤 

実
シ
ル
バ
会
長
と
転
勤
先
の
東

京
農
工
大
学
農
学
部
か
ら
受
け
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
連
合
農
学

研
究
科
の
相
場
先
生
（
育
林
学
）、
森
林
風
致
の
亀
山
先
生
に
は
懇

切
な
ご
指
導
を
受
け
、
木
材
関
係
で
は
久
保
隆
文
先
生
や
諸
星
紀

幸
（
木
化
）
先
生
か
ら
は
木
質
資
源
の
魅
力
を
教
わ
り
ま
し
た
。

最
も
関
心
の
あ
る
植
物
生
理
生
態
学
は
、
我
が
国
の
草
分
け
で
あ

る
戸
塚 

績
先
生
か
ら
生
産
環
境
の
変
動
の
意
味
に
つ
い
て
、個
葉

光
合
成
は
石
原 

邦
先
生
か
ら
、
植
物
栄
養
学
に
つ
い
て
は
平
田 

熙
先
生
か
ら
折
に
触
れ
ご
指
導
頂
き
ま
し
た
。森
林
保
護
学
で
は
、

今
も
岸 

洋
一
先
生
の
教
え
を
受
け
、一
方
的
弟
子
を
自
負
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
講
義
資
料
の
作
成
に
は
森
林
総
研
の
今
川
一
志
氏

（
理
学
）、小
野
寺
弘
道（
森
林
総
研
を
経
て
山
形
大
学
教
授
）・（
林

野
庁
で
の
同
期
）
坂
本
知
己
両
氏
（
砂
防
）
に
お
力
添
え
い
た
だ

き
、
今
も
講
義
で
紹
介
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。 

石
城
謙
吉
先
生
（
当
時
演
習
林
長
）
ら
に
お
招
き
頂
き
、
演
習

林
に
て
、
平
成
一
〇
年
か
ら
笹 

賀
一
郎
、
前
川
光
司
、
神
沼
公
三

郎
先
生
そ
し
て
松
田 

彊
先
生
等
と
共
に
改
組
と
い
う
大
き
な
事

業
に
参
加
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
信
を
得
た
と
同
時
に
複
雑
な

思
い
を
日
々
感
じ
て
い
ま
す
。 

 
 

北
大
に
は
世
界
一
が
い
く
つ
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
一
つ
、「
単

独
の
大
学
で
は
世
界
一
の
面
積
を
誇
る
」
研
究
林
は
、
北
大
の
発

展
に
貢
献
し
続
け
て
い
ま
す
。
そ
の
教
育
組
織
は
農
学
だ
け
で
は

な
く
環
境
科
学
へ
も
拡
充
し
ま
し
た
。
私
は
、
生
き
た
実
験
室
で

あ
る
研
究
林
を
中
心
に
、
新
島
善
直
先
生
が
説
か
れ
た
「
森
林
を

ど
の
よ
う
に
再
生
す
る
か
、
自
然
を
ど
の
よ
う
に
残
す
か
」
と
い
う



方
針
と
北
海
道
林
業
試
験
場
長
で
あ
っ
た
原
田 

泰
博
士
（「
林
学

領
域
に
於
け
る
陽
光
問
題
と
是
に
関
係
す
る
二
・
三
の
環
境
因
子

に
関
す
る
研
究
並
ニ
育
林
上
の
処
置
に
就
て
（
其
ノ1-2

）」。
こ

れ
を
基
礎
に
「
森
林
と
環
境
―
森
林
立
地
学
―
」
を
著
す
。）
の
示

さ
れ
た
「
変
動
環
境
下
で
の
育
成
林
業
」
の
路
を
継
承
し
つ
つ
、

次
々
世
代
の
た
め
に
、
進
行
す
る
温
暖
化
や
酸
性
沈
着
量
の
増
加

な
ど
の
変
動
環
境
下
で
の
森
林
資
源
生
産
を
行
う
た
め
の
造
林
学

を
、
皆
様
の
ご
指
導
を
得
な
が
ら
発
展
さ
せ
た
い
と
願
っ
て
お
り

ま
す
。 

（
教
員
会
員
） 


